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区

特
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診
部
門
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位

古
川
地
区

が
ん
検
診
部
門
１
位
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特
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健
診
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門
２
位

新
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区
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診
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２
位

町
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地
区

が
ん
健
診
部
門
３
位

　

本
町
で
は
、
昨
年
11
月
と
今

年
２
月
に
か
け
て
特
定
健
診
を

実
施
し
ま
し
た
。
受
診
結
果
は

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

今
回
受
診
し
て
健
診
結
果
が
前

回
よ
り
も
悪
化
し
て
い
た
人
も

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

特
定
健
診
で
は
、
身
長
・
体

重
の
測
定
や
血
液
検
査
な
ど
を

行
う
こ
と
で
、
身
体
の
異
常
を

早
期
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
糖
尿
病
や
腎
臓
病
な
ど
、

自
覚
症
状
も
な
く
密
か
に
進
行

す
る
よ
う
な
病
気
な
ど
の
変
化

を
見
つ
け
る
の
は
健
診
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

特
定
健
診
を
受
診
し
、
自
分

の
身
体
の
こ
と
を
見
つ
め
な
お

し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
な
人
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
異
常
が
発
見
さ
れ
た
人
は

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
目
安
と
す

健康づくり推進大会

生
活
習
慣
病
健
診
受
診
優
良
地
区

受
章
者
一
覧  

（
敬
称
略
）

る
た
め
、
年
に
一
度
は
健
診
を

受
診
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

町
の

　
　
　

 　
　
　
づ
く
り

健
康

健
診
結
果
は

　
　

ど
う
で
し
た
か
？

健
康
づ
く
り
推
進
大
会

講
演『
糖
尿
病
に
つ
い
て
』

　

健
康
づ
く
り
推
進
大
会
が
２

月
12
日（
日
）に
つ
な
ぎ
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
２
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る

も
の
で
、
今
回
で
26
回
目
と
な

り
ま
す
。

　

健
康
に
関
す
る
表
彰
も
行
わ

れ
、
生
活
習
慣
病
健
診
受
診
優

良
地
区
の
表
彰
と
、
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
受
賞
者
に
つ
い
て
は
下
の

と
お
り
で
す
。

　

今
回
の
講
演
会
の
内
容
は

『
糖
尿
病
に
つ
い
て
』。
講
師
に

社
団
法
人
日
本
糖
尿
病
協
会
理

事
の
古
田
恒
雄
氏
と
国
保
水
俣

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
糖
尿

病
内
分
泌
セ
ン
タ
ー
所
長
の
西

田
健
朗
氏
を
招
い
て
、
糖
尿
病

に
関
す
る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
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親
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
部
門

◆
最
優
秀
賞

　

岡
本　

良
子
・
ひ
か
り
（
染
竹
）

輝
け
！
歯
ッ
ピ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
部
門

【
小
学
生
】

　

藤
井　

晴
斗
（
津
小
６
年
・
竹
中
）

　

藤
井　

恵
悟
（
津
小
６
年
・
竹
中
）

　

本
山　

明
香
里
（
津
小
６
年
・
竹
中
）

　

武
内　

歩
夢
（
津
小
６
年
・
染
竹
）

　

林　
　

凌
司
（
津
小
６
年
・
浜
崎
）

　

岡
本　

飛
加
留
（
津
小
６
年
・
桜
戸
）

　

森　
　

俊
太
（
津
小
６
年
・
桜
戸
）

　

田
口　

直
樹
（
津
小
６
年
・
古
中
尾
）

　

長
原　

良
樹
（
津
小
６
年
・
古
中
尾
）

　

前
田　

詩
音
（
津
小
６
年
・
倉
谷
）

　

的
場　

理
央
菜
（
津
小
６
年
・
倉
谷
）

　

荒
川　

結
衣
（
津
小
６
年
・
上
下
門
）

　

坂
口　

莉
果
子
（
津
小
６
年
・
上
下
門
）

　

伊
藤　

侑
馬
（
平
小
６
年
・
平
国
下
）

　

小
林　

海
璃
（
平
小
６
年
・
平
国
下
）

　

山
口　

正
尊
（
平
小
６
年
・
平
国
下
）

　

長
濱　

栞
菜
（
平
小
６
年
・
平
国
上
）

　

松
田　

真
樹
（
津
小
６
年
・
日
当
）

　

多
比
良　

颯
人
（
津
小
６
年
・
日
添
）

　

多
比
良　

郁
人
（
津
小
６
年
・
日
添
）

　

宮
島　

優
聖
（
津
小
６
年
・
日
添
）

　

長
濵　

幸
夏
（
津
小
６
年
・
丸
岡
）

　

濱
田　

マ
リ
ン
（
津
小
６
年
・
丸
岡
）

【
中
学
生
】

　

林　
　

竜
也
（
津
中
３
年
・
浜
崎
）

　

濱
田　

葵
（
津
中
３
年
・
桜
戸
）

　

真
野　

翔
磨
（
津
中
３
年
・
大
泊
）

　

長
濱　

帆
志
（
津
中
３
年
・
平
国
上
）

　

長
濱　

輝
樹
（
津
中
３
年
・
平
国
下
）

　

上
村　

瑞
紀
（
津
中
３
年
・
日
当
）

　

石
井　

芹
奈
（
津
中
３
年
・
丸
岡
）

　

松
田　

亮
也
（
津
中
３
年
・
丸
岡
）

　

糖
尿
病
と
い
う
も
の
は

病
気
に
か
かって
も
気
付
か

な
い
で
過
ご
す
こ
と
が
大
変

多
く
、
合
併
症
を
併
発
し

な
い
と
そ
の
痛
み
が
分
か
ら

な
い
病
気
で
す
。
私
は
発

症
し
て
自
分
が
危
険
な
状

態
に
あ
る
の
を
理
解
す
る

ま
で
に
か
な
り
の
時
間
を

糖尿病講演会
 ～糖尿病のこと、本当に知っていますか？～

（社）日本糖尿病協会理事

古田 恒雄

水俣市立総合医療センター
 糖尿病内分泌センター所長

昭和63年、49歳のときに糖尿病を発症。平成３年
から糖尿病の治療を開始し、これまでに３回入院。
平成７年からインスリン療法を開始するとともに、（社）
日本糖尿病協会理事、九州地方連絡協議会会長、
熊本県支部支部長となる。

平成元年、熊本大学卒業後に熊本大学医学部付
属病院代謝内科に入局。その後、同病院代謝内科
の医員、助手、講師を経て、平成20年７月に水俣
市立総合医療センター代謝内科所長となる。

西田 健朗

　

糖
尿
病
の
患
者
と
い

う
の
は
こ
こ
50
年
の
間
に

50
倍
以
上
に
増
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に

急
に
増
え
る
病
気
と
い
う

の
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん
。
昔
に
比
べ
て
食
べ
す

ぎ
と
い
う
の
が
原
因
だ
と

は
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
は

食
べ
て
い
る
カ
ロ
リ
ー
は
大

し
て
変
わ
ら
ず
、
変
わ
っ

た
も
の
と
い
え
ば
脂
肪
分

の
摂
取
と
運
動
不
足
。
ま

た
、
車
が
増
え
た
た
め
運

動
を
す
る
機
会
は
よ
り

減
り
ま
し
た
。
こ
の
二つ
が

糖
尿
病
患
者
が
急
激
に

増
え
た一番
の
原
因
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
糖
尿
病
は
付
き

合
い
方
さ
え
間
違
わ
な
け

れ
ば
恐
い
病
気
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
病
院
に
か

か
っ
て
い
る
人
も
全
体
を

網
羅
す
る
よ
う
な
健
診

を
積
極
的
に
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
糖

尿
病
だ
け
で
な
く
そ
の
他

の
病
気
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
心
が
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
し
ま
し
た
。
糖
尿
病
だ

と
診
断
さ
れ
、
イ
ン
ス
リ
ン

療
法
を
受
け
る
と
回
復
し

ま
し
た
。
私
は
完
全
に
治
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

医
者
か
ら
は
糖
尿
病
は
治

ら
な
い
病
気
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　

糖
尿
病
に
か
か
っ
た
ら
、

ま
ず
食
事
療
法
と
運
動

療
法
を
き
ち
ん
と
や
る
こ

と
が
大
切
。
こ
れ
を
実
行

す
る
こ
と
は
簡
単
な
よ
う

で
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
を
自
分
の

生
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
に

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ
う
難
し
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
早
め
に
気
付

い
て
頑
張
れ
ば
、
よ
り
よ

い
老
後
が
送
れ
る
よ
う
に

な
る
は
ず
で
す
。

氏

氏
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糖尿病を予防しよう糖尿病患者者数（20歳以上）

0 5 10 15 20 25 30

熊本県

全国

平成18年度熊本県民健康栄養調査・平成18年度国民健康栄養調査より

■糖尿病予備群
■糖尿病有病者

1,050万人
（10.1％）

 820万人
（7.9％）

 23.8万人
（16.2％）

14.1 万人
（9.6％）

人口
10,395万人

人口
147万人

　

熊
本
県
内
の
糖
尿
病
患
者
は

予
備
群
が
23
・
８
万
人
、
有
病

者
が
14
・
１
万
人
と
な
っ
て
お

り
、
合
わ
せ
る
と
37
・
９
万
人

の
患
者
が
い
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
割
合
で
見
る
と
、
熊
本
県

は
全
国
的
に
見
て
も
糖
尿
病
患

者
が
多
い
県
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

県
内
患
者
は

全
国
的
に
も
多
い

たくさんあてはまれば要注意！
□ ① 血縁者に糖尿病の人がいる ３点
□ ② 血縁者に肥満、脳卒中、心臓病（狭心症、心筋梗塞）の人がいる １点
□ ③ 20歳以上の時よりも体重が10％以上増えている ２点
□ ④ 甘い食べ物や、脂肪分を好んで食べる １点
□ ⑤ 車が足代わり、運動不足 １点
□ ⑥ アルコールをよく飲む １点
□ ⑦ ストレスの多い生活をしている １点

合計点数 点

Check
糖尿病チェック

■合計点が６点以上
要注意です。健診を受け糖尿病の有無を確認しましょう。
■３～５点
③～⑥の生活習慣を改善しましょう。
■１～２点
肥満にならない生活を心がけましょう。
⑦は、インスリンの働きが低下するので、気分転換が必要です。
①と②は、遺伝子的な要素です。糖尿病になりやすい体質だけで
なく、なりやすい食生活や生活習慣を受け継いでいる可能性があ
ります。生活習慣の再点検をしましょう。

　

す
い
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ

ン
ス
リ
ン
の
不
足
や
働
き
の
低

下
に
よ
り
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ

糖
が
増
え
る
病
気
で
す
。
糖
尿

病
の
初
期
は
自
覚
症
状
が
な

く
、
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
糖

尿
病
に
か
か
る
と
、
合
併
症
と

し
て
視
力
の
低
下
・
失
明
、
腎

不
全
を
起
こ
し
た
り
神
経
障
害

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
っ
て
？

　

体
を
動
か
す
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
な
る
ブ
ド
ウ
糖
（
血

糖
）
を
筋
肉
な
ど
の
細
胞
に
取

り
込
ま
せ
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
す
る

と
血
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
消
費
さ

れ
ず
、
血
液
中
に
多
く
含
ま
れ

て
い
る
状
態
（
高
血
糖
）
に
な

り
、
こ
の
状
態
が
糖
尿
病
と
な

り
ま
す
。

糖
尿
病
と
は
…
？

Check
肥満度チェック 肥満指数はＢＭＩで計算

体重　　kg ÷ 身長　　m ÷ 身長　　m ＝ ＢＭＩ

　

自
分
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
を
計
算
し

て
肥
満
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
値
が
22

の
と
き
が
、
最
も
病
気
に
か
か

り
に
く
い
状
態
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
と
き
の
体
重
が

自
分
の
「
理
想
体
重
」
で
す
。

　

ま
た
、
へ
そ
の
周
り
が
男
性

で
85
㎝
以
上
、
女
性
で
90
㎝
以

上
あ
る
場
合
は
内
臓
脂
肪
型
肥

Ｂ
Ｍ
Ｉ
値「
22
」を

目
指
そ
う

満
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
内
臓

脂
肪
型
肥
満
に
な
る
と
、
糖
尿

病
だ
け
で
な
く
脳
梗
塞
、
高
血

圧
や
心
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
要
因
を
作
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

肥
満
の
人
の
減
量
は
、
糖
尿

病
の
予
防
や
、
血
圧
・
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
な
ど
の
改
善
効
果

が
あ
り
ま
す
。
減
量
は
急
が
ず
、

現
在
の
体
重
の
３
〜
５
％
程
度

の
減
量
を
目
標
に
し
ま
し
ょ

う
。
運
動
は
１
回
20
〜
30
分
を

週
３
回
以
上
行
い
ま
し
ょ
う
。

５８（体重）
÷１．７（身長）
÷１．７（身長）

＝

約２０．１

（例）

判定は ...
「ふつう」

体重　５８kg
身長　170cm
　　　（1.7m）
の人の場合

肥満ふつうやせ

18.5 25
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特定健診地区別受診率

順位 地区名 受診率（％）
1 染 竹 44.5 
2 古 川 42.7 
3 中 尾 36.4 
4 平国上・辻 35.7 
5 上 下 門 33.8 
6 古 中 尾 33.7 
7 倉 谷 33.3 
8 桜 戸 33.1 
9 日 当 26.1 
10 竹 中 25.8 
11 新 川 25.8 
12 小 津 奈 木 24.0 
13 町 中 23.6 
14 丸 岡 23.1 
15 日 添 19.5 
16 平 国 下 17.4 
17 川 内 17.0 
18 大 泊 16.4 
19 浜 崎 15.9 
20 内 野 15.1 
21 福 浦 8.3 
全 体 受 診 率 25.7 

　

熊
本
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

本
町
の
透
析
率
は
全
国
的
に

見
て
も
非
常
に
高
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
や
腎

臓
病
な
ど
は
自
覚
症
状
も
な
く

密
か
に
進
行
す
る
た
め
、
自
覚

症
状
が
現
れ
た
と
き
に
は
即
入

院
・
透
析
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

毎
年
健
診
を
受
け
て
、
自
分

の
体
の
変
化
に
気
付
き
、
生
活

習
慣
の
改
善
や
早
期
治
療
を
し

て
い
れ
ば
、
大
き
な
病
気
に
な

る
前
に
未
然
に
防
げ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

特
定
健
診
の
受
診

が
健
康
へ
の
近
道
　

平
成
22
年
度
と
23
年
度
を

合
計
し
た
本
町
の
特
定
健
診

受
診
率
は
右
の
と
お
り
で

す
。
全
体
で
見
る
と
４
分
の

１
の
人
し
か
受
診
し
て
い
ま

せ
ん
。
国
は
受
診
率
　
％
以

上
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
は
あ
と
約
５
０
０
人
の
受

診
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
ど
こ
も
痛
く
な
い
か
ら

大
丈
夫
」
と
思
っ
て
受
診
し

な
い
の
で
は
な
く
、
病
気
を

未
然
に
防
い
で
、
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
健
康
を
維
持
で
き

る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
特
定
健

診
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

※平成22年度と平成23年度の集計値
　（平成24年２月末現在）

　

糖
尿
病
の
予
防
・
治
療
の
大

半
は
食
生
活
が
占
め
て
い
ま

す
。
食
事
療
法
と
い
う
の
は
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食

品
を
適
正
な
量
だ
け
摂
取
す
る

こ
と
。
だ
か
ら
、
食
べ
て
は
い

け
な
い
も
の
と
い
う
の
は
そ
れ

食
生
活
改
善
で

 
糖
尿
病
を
予
防

ほ
ど
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
家
族
の
中
に
糖
尿
病

の
人
が
い
る
場
合
、
患
者
だ
け

で
な
く
他
の
家
族
の
人
も
同
じ

食
事
療
法
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
家
族
み
ん
な
が
健
康
に

な
る
た
め
に
は
大
切
な
こ
と
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
家
族

の
中
か
ら
糖
尿
病
に
な
る
人
を

出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

１．バランスのよい食事
　   をとりましょう

３．一日三食規則正しく

２．食物繊維・野菜類を
　   十分とりましょう

４．糖分は控えめに

５．塩分はとりすぎない

７．食事は腹七分目で

６．脂肪はとりすぎない

８．アルコールは適量で

食事では、栄養をバランスよく
とることが大切です。献立は主
食・主菜・副菜の偏りがないよ
うに工夫しましょう。

ご飯よりも先に野菜を食べるとで
食後の血糖値が上がりにくくなり
ます。食物繊維はコレステロール
を排泄し、合併症を予防します。

朝食を抜くと、脂肪を分解する能
力が低下してしまいます。また、
不規則な食事はインスリンの分泌
リズムなどの乱れをまねきます。

糖分は消化吸収が早く、血糖値
を急激に上げてしまうため、す
い臓の負担を高めてしまいます
ので、控えめにしましょう。

塩分のとりすぎは血圧を上昇さ
せてしまいます。食塩は１日男
性は９g 未満、女性は 7.5g 未
満を目標にしましょう。

脂肪のとりすぎは血中のコレス
テロール値を高め、動脈硬化を
まねきます。肉や卵、バターや
マヨネーズの食べすぎには注意。

食べすぎはインスリンや消化酵素
の分泌量を増やして、すい臓に負
担をかけるだけでなく、脂肪をた
めやすい体になってしまいます。

過度の飲酒は、筋肉などでの糖
利用を阻害します。また、自制心
をゆるめることで食べる量のコン
トロールがきかなくなります。
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バレーボールチーム「津奈木ジュニア」
左から山本純さん、村上幸名さん、福田英さん、濱田るみなさん、
川﨑麗菜さん、竹本悠花さん、梅下咲優樹さん、上村好花さん

　２月４日、５日、11日の３日間、山鹿市鹿
本体育館で行われた「第21回ＴＫＵカップ熊
本県小学生新人バレーボール大会」において、
本町の津奈木ジュニアＶＢＣが見事初優勝に輝
きました。今大会には県内92チームが参加し
て行われました。
　キャプテンの村上幸名さん（津小５年）は
「昨年はこの大会で準優勝だったので、私た
ちもその成績を目標に頑張りました。準決勝
の相手は毎回負けていた日吉小のチームで
したが接戦の末勝つことができました。決勝
では益城中央と当たり、強いチームだったの
で不安でしたがストレートで勝つことができ、
本当に嬉しかったです。今度は全日本の県予
選でも勝てるようにみんなのチームワークで
頑張ります」とコメントしました。

　芦北高校に通う宮島天聖さん（日添）が国の
機関である独立行政法人果樹研究所に、小川明
日美さん（竹中）が国家試験の室内園芸装飾技
能士にそれぞれ合格しました。二人の活躍によ
り、今後の農業産業の発展に期待ができます。

三ツ島とその沿岸をイメージ
して作成した装飾作品

二人の若い農業担い手

農業振興に向けて発進

津奈木ジュニアバレーボールクラブ

　学科試験は植物の形態や分類などの基礎知識や、
過去問題などを丸暗記する勢いで頑張りました。実
技試験は短い制限時間内で、美しく早く完成させるこ
とが大変でした。就職先は第一志望の「日野洋蘭園」。
この資格を活かし、たくさんの人に草花で癒しと感動
を与え、信頼を得られるよう頑張りたいです。
　今後は２級、１級を取得できるように日々の努力を

宮島 天
てんせい

聖 さん 小川 明
あすみ

日美 さん

重ね、頑張っていきたいと思
います。

独立行政法人
　果樹研究所合格

国家検定室内園芸装
飾技能検定３級合格

　我が家では「不知火」「甘夏」中心に果樹栽培を行っ
ています。農業を営む親の後を継ぎ、農業をしたい
と考え、芦北高校農業科に進学しました。
　今後は就農を目指すにあたり、農業科で学んだ
知識と技術または忍耐力を基にさらに発展できる様、
長崎県口之津町にある国の果樹研究所の研修生を受
験し、無事に合格することができました。さらに専
門的なことを学び、経験する機会を得ることができ、
ご指導をいただいた先生方に感謝しています。
　研修生卒業後は、我が家の経営とともに果樹栽培
による地域活性化と地域貢献に頑張りたいです。

津奈木ジュニア県新人戦初優勝
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賞状と花束を受け取った田上ツシさん

　１月30日（月）、川内地区の田上ツシさん
が100回目の誕生日を迎えられ、町長から長
寿お祝いの賞状と花束が贈呈されました。こ
れで町内にお住まいの100歳を越えるお年寄
りは４人目となります。
　明治45年生まれの田上さんは、ベッドか
ら自分で起き上がっておしゃべりを楽しむな
ど、とても元気な様子でした。これからも末
長くお元気にお過ごしください。この度は
100歳のお誕生日おめでとうございました。

田上ツシさん祝百歳

祝百歳！いつまでもお元気で！

　１月25日（水）、津奈木小学校と平国小
学校合同で「つなぎっ子チャレンジマラソ
ン」が開催されました。津奈木小学校グラ
ウンドと周辺道路をコースとして、１・２年
生は１㎞、３・４年生は1.5 ㎞、５・６年生
は２㎞をそれぞれ走りました。
　当日はみぞれが降り、とても厳しい寒さ
となりましたが、スタートの合図が鳴ると、
児童たちは一斉に元気いっぱいに走り出し、
自分で設定した目標タイムにチャレンジして
いました。

児童たちはほおを赤く染めながら走っていました

古川地区が視聴覚機器などを整備しました

つなぎっ子チャレンジマラソン

　コミュニティの健全な発展を図ることを目
的としたコミュニティ助成事業により、本年
度は古川地区が厨房施設や視聴覚機器など
の整備を行いました。これは、宝くじの社会
貢献広報事業として地域社会の健全な発展
と住民福祉の向上を目的に行ったものです。
　古川地区では高齢者の健康増進を図るた
めの「いってみゆ会」や地区での交流会など
が計画されています。今後のますますの活性
化が期待されます。

目標タイムにチャレンジ

宝くじ助成事業

古川地区活動備品を整備
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多
く
の
命
を
救

た
奇
跡

　

災
害
が
起
き
た
と
き
、
あ
な
た

を
助
け
て
く
れ
る
の
は
誰
だ
と
思

い
ま
す
か
。
自
衛
隊
や
警
察
、
消

防
署
の
人
だ
と
思
い
ま
す
か
―
。

　

東
日
本
大
震
災
の
死
者
・
行
方

不
明
者
は
、
合
わ
せ
て
約
２
万
人

を
数
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
大

災
害
の
中
、
多
く
の
子
ど
も
の
命

が
助
か

た
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
岩
手
県
釜
石
市
。
同
市

は
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
可

能
性
が
高
い
た
め
、
防
災
教
育
を

徹
底
し
て
き
た
地
域
で
す
。
そ
の

教
育
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、

避
難
に
関
し
て
十
分
な
知
識
を
持

ち
、
訓
練
を
積
み
、
助
け
合
う
精

神
を
育
ん
で
い
ま
し
た
。
地
震
が

発
生
す
る
と
、
釜
石
市
の
中
学
生

た
ち
は
、
津
波
が
発
生
す
る
こ
と

を
想
定
し
、
自
分
の
身
を
自
分
で

守
り
な
が
ら
、
小
学
生
と
保
育
園

児
を
連
れ
て
避
難
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
き
な
災
害

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、

私
は
兵
庫
県
西
宮
市
の
自

宅
に
い
ま
し
た
。
直
下
型
地
震
の

す
さ
ま
じ
い
揺
れ
に
生
き
た
心
地

が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
室
内
を
家

具
が
飛
び
交
う
の
を
感
じ
ま
し

た
。
で
も
、
家
族
全
員
が
無
事
だ

と
確
認
で
き
た
と
き
は
、
心
か
ら

ホ

と
し
ま
し
た
。

　

停
電
で
辺
り
は
真

暗
で
し

た
。
人
は
、
情
報
の
暗
闇
の
中
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
妄
想
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。「
こ
れ
ほ
ど
揺
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
日
本
が
沈
没
し
て
し

ま
う
ん
じ

な
い
か
」
と
さ
え
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ラ
ジ
オ
で
淡
路
島
が
震
源
で

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
情
報
を
得
る
こ
と

は
、
安
心
感
を
得
る
こ
と
で
す
。

情
報
の
あ
り
が
た
み
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
ね
。

地
域
コ
ミ

ニ
テ

で
支

え
合
う
こ
と
も
、
防
災
で

は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、
救
出
さ

れ
た
人
が
多
い
地
域
に
は「
祭
り
」

が
あ
り
ま
し
た
。
祭
り
に
は
、
住

民
同
士
が
交
流
し
、
お
互
い
に
協

力
し
合
お
う
と
い
う
雰
囲
気
が
生

ま
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
交
流
の
あ
る
地
域
で
は
、
誰
か

が
、
が
れ
き
に
埋
も
れ
た
と
し
て

も「
あ
そ
こ
に
は
誰
か
い
た
は
ず
」

と
助
け
合
え
る
の
で
す
。
こ
う
し

た
「
共
助
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
が
大
切
な
の
で
す
。
年
に
１
回

で
も
祭
り
や
ス
ポ

ツ
大
会
な
ど

で
交
わ
り
の
あ
る
地
域
に
な
る
こ

と
が
、
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
人
を
助
け
る
た
め
に
は
、
自

分
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
自
ら
が
災
害
に
対
す
る

強
さ
を
持
て
ば
、
人
を
助
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

日
本
は
地
震
の
多
い
国
で

す
。
早
急
に
東
北
を
完
全

に
復
興
さ
せ
て
、
次
の
災
害
に
備

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
日

本
大
震
災
を
忘
れ
ず
、
こ
の
悲
惨

を
か
み
し
め
つ
つ
、
必
ず
来
る
で

あ
ろ
う
次
の
大
災
害
へ
の
減
災
に

努
め
る
こ
と
で
す
。

　

熊
本
県
は
、
九
州
の
中
央
に
位

置
し
、
自
衛
隊
な
ど
防
衛
拠
点
が

集
中
し
て
い
ま
す
。
熊
本
県
が
自

ら
の
安
全
性
を
高
め
な
が
ら
助
け

る
能
力
を
持
つ
こ
と
が
、
日
本
全

体
に
と

て
も
大
変
貴
重
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん

も
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

な
が
ら
減
災
・
防
災
の
心
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

熊本県内の広報担当者が一緒に制作した防

災特集。地震や風水害などの自然災害は、

私たちに突然襲いかかります。家族や恋人、友

人を守るために大切なことは「自助」と「共助」

でした。二つの言葉は、まず自分が生き延びる

ことと日頃から地域のつながりを大事にするこ

との大切さを教えてくれました。愛する人を守

るために、二つの言葉を忘れないでください―。

東日本大震災復興構想会議議長や防衛大学校長を務め、阪
神・淡路大震災を経験した五百旗頭真さん。TKU報道フォー
ラムのために来熊した五百旗頭さんに災害において重要な
ことは何なのかを聞きました。

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
ま
ず
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大

切
な
の
が
分
か
り
ま
す
。

奇
跡
か
ら
学
ぶ
自
助
と
共
助

　

津
波
に
よ
る
釜
石
市
の
小
中
学

校
が
管
理
す
る
生
徒
の
犠
牲
者
は

ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
れ
は
「
釜
石
の

奇
跡
」
と
し
て
メ
デ

ア
な
ど
で

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
は
教
え
ら
れ
た
通
り
に

行
動
し
た
だ
け
で
す
。
彼
ら
に
根

付
い
て
い
た
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
「
自
助
」
と
地
域
の
人
た
ち

同
士
で
守
り
合
う
「
共
助
」
の
精

神
。「
釜
石
の
奇
跡
」
は
、
奇
跡

で
は
な
く
、
当
然
の
結
果
だ

た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
を
守
る
の
は
、
あ
な
た

自
身
。
そ
し
て
、
大
切
な
人
を
守

る
た
め
に
は
、
お
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

「
自
助
」
と
「
共
助
」
を
知
る

こ
と
が
、
防
災
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

九州の広範囲を襲った集中豪雨。水
俣市では大規模な土石流が民家を直
撃。19 人が犠牲になった。

五百旗頭　真

九州の広範囲を襲った集中豪雨。水

県南集中豪雨
（平成 15年７月）

台風 18 号災害
（平成 11年９月）

梅雨前線による豪雨で河川が氾濫し
た豪雨災害。美里町では道路寸断、
土砂崩れで集落が孤立した。

梅雨前線による豪雨で河川が氾濫し

梅雨前線豪雨
（平成 19年７月）

県北中部を中心に発生した集中豪雨。
死者・行方不明者は 500 人超、家屋
全壊は 1,000 戸を超えた大水害。

県北中部を中心に発生した集中豪雨。

白川大水害
（昭和 28年６月）

自大

◎ Profi le
昭和 18 年兵庫県西宮市生まれ。京都大学法学部卒、
同大学大学院修了。神戸大学大学院教授、日本政治学
会理事長などを歴任。吉田茂賞、吉野作造賞など受賞
多数。現在、防衛省防衛大学校長、東日本大震災復興
構想会議議長を務める。68 歳

愛する人を守る
二つの言葉

 Special　Interview

熊 本 県 広 報 協 会
合  同 特  集

幾度となく自然の猛威に
さらされてきた熊本。過
去にどのような災害が発
生しているのでしょう
か。熊本を襲った災害を
年表で振り返ります。

愛
す
る
人
を
守
る

二
つ
の
言
葉

（参考）熊本県防災情報ホームページ（写真）熊本県大水害寫眞集

さ
ん

 Kumamoto Prefecture Public Relations Associat
ion 合 同

特 集

県内全土が大きな被害を受けた台風
災害。宇城市（旧不知火町）では、高
潮で 12 人が犠牲になった。

交流が人を救い、救われる―

熊
本
県
市
町
村
広
報
担
当
者
に
よ
る
合
同
防
災
特
集

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
私
た
ち
の
想

像
を
は
る
か
に
超
え
た
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
約
１
８
０
万
人

が
暮
ら
す
熊
本
県
で
も
、
災
害
が
発
生
し
な
い
と
い
う
保
障
は
ど
こ

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
今
一
度
、

防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

う
。

威に
過

熊本県
災害年表
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多
く
の
命
を
救

た
奇
跡

　

災
害
が
起
き
た
と
き
、
あ
な
た

を
助
け
て
く
れ
る
の
は
誰
だ
と
思

い
ま
す
か
。
自
衛
隊
や
警
察
、
消

防
署
の
人
だ
と
思
い
ま
す
か
―
。

　

東
日
本
大
震
災
の
死
者
・
行
方

不
明
者
は
、
合
わ
せ
て
約
２
万
人

を
数
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
大

災
害
の
中
、
多
く
の
子
ど
も
の
命

が
助
か

た
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
岩
手
県
釜
石
市
。
同
市

は
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
可

能
性
が
高
い
た
め
、
防
災
教
育
を

徹
底
し
て
き
た
地
域
で
す
。
そ
の

教
育
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、

避
難
に
関
し
て
十
分
な
知
識
を
持

ち
、
訓
練
を
積
み
、
助
け
合
う
精

神
を
育
ん
で
い
ま
し
た
。
地
震
が

発
生
す
る
と
、
釜
石
市
の
中
学
生

た
ち
は
、
津
波
が
発
生
す
る
こ
と

を
想
定
し
、
自
分
の
身
を
自
分
で

守
り
な
が
ら
、
小
学
生
と
保
育
園

児
を
連
れ
て
避
難
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
き
な
災
害

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、

私
は
兵
庫
県
西
宮
市
の
自

宅
に
い
ま
し
た
。
直
下
型
地
震
の

す
さ
ま
じ
い
揺
れ
に
生
き
た
心
地

が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
室
内
を
家

具
が
飛
び
交
う
の
を
感
じ
ま
し

た
。
で
も
、
家
族
全
員
が
無
事
だ

と
確
認
で
き
た
と
き
は
、
心
か
ら

ホ

と
し
ま
し
た
。

　

停
電
で
辺
り
は
真

暗
で
し

た
。
人
は
、
情
報
の
暗
闇
の
中
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
妄
想
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。「
こ
れ
ほ
ど
揺
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
日
本
が
沈
没
し
て
し

ま
う
ん
じ

な
い
か
」
と
さ
え
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ラ
ジ
オ
で
淡
路
島
が
震
源
で

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
情
報
を
得
る
こ
と

は
、
安
心
感
を
得
る
こ
と
で
す
。

情
報
の
あ
り
が
た
み
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
ね
。

地
域
コ
ミ

ニ
テ

で
支

え
合
う
こ
と
も
、
防
災
で

は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、
救
出
さ

れ
た
人
が
多
い
地
域
に
は「
祭
り
」

が
あ
り
ま
し
た
。
祭
り
に
は
、
住

民
同
士
が
交
流
し
、
お
互
い
に
協

力
し
合
お
う
と
い
う
雰
囲
気
が
生

ま
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
交
流
の
あ
る
地
域
で
は
、
誰
か

が
、
が
れ
き
に
埋
も
れ
た
と
し
て

も「
あ
そ
こ
に
は
誰
か
い
た
は
ず
」

と
助
け
合
え
る
の
で
す
。
こ
う
し

た
「
共
助
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
が
大
切
な
の
で
す
。
年
に
１
回

で
も
祭
り
や
ス
ポ

ツ
大
会
な
ど

で
交
わ
り
の
あ
る
地
域
に
な
る
こ

と
が
、
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
人
を
助
け
る
た
め
に
は
、
自

分
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
自
ら
が
災
害
に
対
す
る

強
さ
を
持
て
ば
、
人
を
助
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

日
本
は
地
震
の
多
い
国
で

す
。
早
急
に
東
北
を
完
全

に
復
興
さ
せ
て
、
次
の
災
害
に
備

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
日

本
大
震
災
を
忘
れ
ず
、
こ
の
悲
惨

を
か
み
し
め
つ
つ
、
必
ず
来
る
で

あ
ろ
う
次
の
大
災
害
へ
の
減
災
に

努
め
る
こ
と
で
す
。

　

熊
本
県
は
、
九
州
の
中
央
に
位

置
し
、
自
衛
隊
な
ど
防
衛
拠
点
が

集
中
し
て
い
ま
す
。
熊
本
県
が
自

ら
の
安
全
性
を
高
め
な
が
ら
助
け

る
能
力
を
持
つ
こ
と
が
、
日
本
全

体
に
と

て
も
大
変
貴
重
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん

も
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

な
が
ら
減
災
・
防
災
の
心
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

熊本県内の広報担当者が一緒に制作した防

災特集。地震や風水害などの自然災害は、

私たちに突然襲いかかります。家族や恋人、友

人を守るために大切なことは「自助」と「共助」

でした。二つの言葉は、まず自分が生き延びる

ことと日頃から地域のつながりを大事にするこ

との大切さを教えてくれました。愛する人を守

るために、二つの言葉を忘れないでください―。

東日本大震災復興構想会議議長や防衛大学校長を務め、阪
神・淡路大震災を経験した五百旗頭真さん。TKU報道フォー
ラムのために来熊した五百旗頭さんに災害において重要な
ことは何なのかを聞きました。

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
ま
ず
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大

切
な
の
が
分
か
り
ま
す
。

奇
跡
か
ら
学
ぶ
自
助
と
共
助

　

津
波
に
よ
る
釜
石
市
の
小
中
学

校
が
管
理
す
る
生
徒
の
犠
牲
者
は

ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
れ
は
「
釜
石
の

奇
跡
」
と
し
て
メ
デ

ア
な
ど
で

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
は
教
え
ら
れ
た
通
り
に

行
動
し
た
だ
け
で
す
。
彼
ら
に
根

付
い
て
い
た
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
「
自
助
」
と
地
域
の
人
た
ち

同
士
で
守
り
合
う
「
共
助
」
の
精

神
。「
釜
石
の
奇
跡
」
は
、
奇
跡

で
は
な
く
、
当
然
の
結
果
だ

た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
を
守
る
の
は
、
あ
な
た

自
身
。
そ
し
て
、
大
切
な
人
を
守

る
た
め
に
は
、
お
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

「
自
助
」
と
「
共
助
」
を
知
る

こ
と
が
、
防
災
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

九州の広範囲を襲った集中豪雨。水
俣市では大規模な土石流が民家を直
撃。19 人が犠牲になった。

五百旗頭　真

九州の広範囲を襲った集中豪雨。水

県南集中豪雨
（平成 15年７月）

台風 18 号災害
（平成 11年９月）

梅雨前線による豪雨で河川が氾濫し
た豪雨災害。美里町では道路寸断、
土砂崩れで集落が孤立した。

梅雨前線による豪雨で河川が氾濫し

梅雨前線豪雨
（平成 19年７月）

県北中部を中心に発生した集中豪雨。
死者・行方不明者は 500 人超、家屋
全壊は 1,000 戸を超えた大水害。

県北中部を中心に発生した集中豪雨。

白川大水害
（昭和 28年６月）

自大

◎ Profi le
昭和 18 年兵庫県西宮市生まれ。京都大学法学部卒、
同大学大学院修了。神戸大学大学院教授、日本政治学
会理事長などを歴任。吉田茂賞、吉野作造賞など受賞
多数。現在、防衛省防衛大学校長、東日本大震災復興
構想会議議長を務める。68 歳

愛する人を守る
二つの言葉

 Special　Interview

熊 本 県 広 報 協 会
合  同 特  集

幾度となく自然の猛威に
さらされてきた熊本。過
去にどのような災害が発
生しているのでしょう
か。熊本を襲った災害を
年表で振り返ります。

愛
す
る
人
を
守
る

二
つ
の
言
葉

（参考）熊本県防災情報ホームページ（写真）熊本県大水害寫眞集

さ
ん

 Kumamoto Prefecture Public Relations Associat
ion 合 同

特 集

県内全土が大きな被害を受けた台風
災害。宇城市（旧不知火町）では、高
潮で 12 人が犠牲になった。

交流が人を救い、救われる―

熊
本
県
市
町
村
広
報
担
当
者
に
よ
る
合
同
防
災
特
集

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
私
た
ち
の
想

像
を
は
る
か
に
超
え
た
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
約
１
８
０
万
人

が
暮
ら
す
熊
本
県
で
も
、
災
害
が
発
生
し
な
い
と
い
う
保
障
は
ど
こ

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
今
一
度
、

防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

う
。

威に
過

熊本県
災害年表
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軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
で
登

録
さ
れ
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
自

分
で
は
処
分
し
た
つ
も
り
で
も
、
届
出
が

　

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、

平
成
24
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の

所
有
者
と
な
っ
た
方
は
市
町
村
長
へ
の

事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
届
出
対
象
者

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相

続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に

取
得
し
た
人
。
た
だ
し
、
国
土
利
用
計

画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出

を
提
出
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

●
届
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90

日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市

町
村
長
に
提
出
。

●
届
出
事
項

▽
届
出
者
と
前
所
有
者
の
住
所
氏
名 

▽

軽
自
動
車
の
廃
車
手
続
き
は

３
月
31
日
ま
で
に

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

所
有
者
と
な
っ
た
年
月
日 

▽
所
有
権

移
転
の
原
因 

▽
土
地
の
所
在
場
所
・
面

積 

▽
土
地
の
用
途　

な
ど

●
添
付
書
類

▽
登
記
事
項
証
明
書
（
写
し
も
可
）
ま

た
は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取

得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写
し 

▽
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

●
問
い
合
わ
せ

　

振
興
課
自
立
振
興
班

　

☎
７
８-

３
１
１
２
（
内
２
２
４
）

な
い
も
の
は
登
録
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま

す
。
次
の
例
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
３

月
31
日
ま
で
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

①
軽
自
動
車
を
他
人
に
譲
っ
た
り
、
廃
車

　

し
た
と
き

②
町
外
に
転
出
し
た
と
き

③
盗
難
や
事
故
、
そ
の
他
の
理
由
で
使
用

　

不
可
能
に
な
っ
た
と
き

●
納
税
通
知
書
の
送
付

　

軽
自
動
車
の
納
税
通
知
書
は
４
月
中
に

郵
送
し
ま
す
。
５
月
１
日
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
７

日
間
、『
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い

で　

も
う
一
度
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

▽
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

平
成
24
年
度

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

　

き
は
必
ず
火
を
消
す
。

▽
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

　

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を

　

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

　

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

　

守
る
た
め
に
、近
所
の
協
力
体
制
を
作
る
。

●
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

　

予
防
課
予
防
係

　

☎
６
３-

１
１
９
１

伝
言
板

問い合わせ先

○津奈木町役場
　総　務　課　　　℡78-3111

　振　興　課　　　℡78-3112

　住　民　課　　　℡78-3113

　教育委員会　　　℡78-5400

○社会福祉協議会　℡61-2940
○ゴミ焼却場　　　℡78-2584

交通・災害、人事、有線放送 etc.

農業振興、住宅・水道、建設 etc.

住民票、ごみ、保険、住民税 etc.

学校教育、生涯学習、体育施設 etc.

町内施設案内

営　業／平日　8：30～21：00
　　　　土日祝日　10：00～17：00
休館日／毎週月曜、12/29～1/3

℡ 78-5400

津奈木町図書館

営　業／9：00～ 18：00
休館日／第１水曜、12/31 ～ 1/2

℡ 78-2000

物産館グリーンゲイト

営　業／10：00～ 21：00
休館日／第１水曜、12/31 ～ 1/1

℡ 78-4126

つなぎ温泉四季彩

つなぎ美術館

営　業／10：00～ 17：00
休館日／毎週水曜※祝日の場合は翌日
　　　　、12/31 ～ 1/1

℡ 61-2222

Life InformationLife Information

情 報情 報
ののの

くらしくらし
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確
定
申
告
分
の
納
税
期
限
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

納
税
は
お
近
く
の
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
含
む
）
や
税
務

署
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
平
成
23
年
分
確
定
申
告
分
納
付
期
限

▽
申
告
所
得
税
の
納
付
期
限

　

３
月
15
日
（
木
）

▽
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人

　

事
業
者
）
の
納
付
期
限

　

４
月
２
日
（
月
）

●
振
替
納
税
に
つ
い
て

　

申
告
所
得
税
と
消
費
税
お
よ
び
地

　毎月の保険料は毎年４月上旬に１年分まとめて
送られてくる「納付書」によって翌月の末日までに
納めるようにしてください。納め先は金融機関も
しくはコンビニエンスストアとなっています。

国民年金保険料の納め忘れは
ありませんか？
平成24年度国民年金保険料額　納付のたびに金融機関などに行く必要がない、

便利な口座振替があります。また、毎月の保険
料を早割（当月末日振替）にすると月々 50円
の割引がありますのでぜひご利用ください。

１４，９８０円／月

納付は口座振替が便利です！

◆手続きに必要な物
①年金手帳または納付書
②預（貯）金通帳
③預（貯）金通帳届出印

※早割を希望される場合は、初回のみ２か月分の保険料（前月
分＋当月分）が振替えられます。

●
各
種
手
続
き
先

▽
津
奈
木
ナ
ン
バ
ー
（
50
㏄
〜
125
㏄
の
バ

　

イ
ク
な
ど
）
の
場
合

　

役
場
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
本
人
ま

た
は
同
世
帯
の
人
が
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
熊
本
ナ
ン
バ
ー
（
四
輪
軽
自
動
車
、

　

125
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク
な
ど
）
の
場
合

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
で
手
続
き
を
行
い

ま
す
。
届
出
の
種
類
に
よ
り
必
要
書
類
な

ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
同
協
会
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
軽
自
動
車
検
査
協
会

　

☎
０
９
６-

３
６
９-

５
９
７
９

・
住
民
課
税
務
班

　

☎
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
２
３
）

方
消
費
税
の
納
税
は
、
金
融
機
関
の
預

貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
る

「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で
す
。

▽
申
告
所
得
税
の
振
替
日

　

４
月
20
日
（
金
）

▽
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人

　

事
業
者
）
の
振
替
日

　

４
月
25
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ

　

八
代
税
務
署

　

☎
０
９
６
５-

３
２-

３
１
４
１

　

※
自
動
音
声
案
内

津
奈
木
保
育
園

袴
セ
ッ
ト
を
探
し
て
い
ま
す

　

お
遊
戯
会
用
の
袴
セ
ッ
ト
を
探
し
て
い

ま
す
。
も
し
ご
不
要
の
袴
セ
ッ
ト
を
お
持

ち
の
人
で
、
寄
附
し
て
く
だ
さ
る
人
が
い

ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

津
奈
木
保
育
園

　

☎
７
８-

２
０
４
９

年 金 情 報 国民年金保険料を納めましょう

通常（翌月末日振替） 
例）11月分保険料を 
      12 月末日の振替

割引なし

早割（当月末日振替） 
例）11月分保険料を 
      11 月末日の振替

50円引き
【問い合わせ先】
　八代年金事務所　☎0965-35-6143
　住民課住民班　　☎78-3113（内115）

出張年金相談（予約制：0965-35-6123）
（年金事務所の職員が相談をお受けします）

3/8(木)水俣市もやい館、3/9(金)芦北町役場
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【登録方法】
携帯電話から空メールを送信してください。
登録フォームが返信されるので、指示に従っ
て登録を行ってください。

■問い合わせ
　熊本県危機管理防災課　☎096-333-2118

　熊本県では、災害に備え、地震や津波の情報、避難勧告などの災害
時の重要な情報をメールでお届けする「熊本県防災情報メールサービ
ス」を無料で提供しています。
【配信情報】
地震・津波・火山情報、河川水位情報、気象情報、土砂災害警戒情報、
台風接近など事前のお知らせ、避難勧告・指示など

●メール送信先
　entry@anshin.pref.kumamoto.jp

あなたを危険から守る
　 防災情報メールサービス

こちらのＱＲコード
からも登録できます

つなぎ桜祭り
　 ウォークラリー大会

日　　時／　４月１日（日）
　　　　　　午前１０時２０分開会
場　　所／　グリーンゲイトイベント広場
　　　　　　※雨天時はつなぎ文化センター
チーム編成／　１チーム２～５人
参 加 料／　一人５００円（豚汁・保険代込）
申込方法／　申込書（町ホームページ掲載）によ
　　　　　　り郵送もしくはＦＡＸ（７８－３１１６）
　　　　　　でお申し込みください。
申込期限／　３月１６日（金）

春の二大イベント

■問い合わせ
　振興課自立振興班　☎７８-３１１２（内２２５）

　マス代500円で会場内の新酒を自由に飲むこと
ができます！お酒を飲めない人のために甘酒や、こ
こでしか購入できない限定商品もご用意しています。
　駐車場には限りがありますので、ご来場の際
はできるだけ公共交通機関をご利用ください。
日　　時／　３月２５日（日）
　　　　　　午前１１時～午後３時
場　　所／　亀萬酒造

『みかん・サラたまフェア』も
　　　　　　　　　　　 同時開催！
　採れたてのみかんやサラたまの販売も行います。
ぜひご来場ください。

亀萬酒造
　 酒蔵まつり

■問い合わせ
　亀萬酒造　☎７８-２００１

つなぎ　2012.3 |   12



短　
　
　

歌

肥
後
狂
句

和
の
ひ
ろ
ば

今
ば
や
り

　

Ｂ
級
グ
ル
メ　

よ
か
で
す
か

わ
か
れ

　

生
き
て
る
知
ら
せ　

年
賀
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

達　

生

今
ば
や
り

　

ロ
ン
グ
ヘ
ア
ー
に　

ミ
ニ
パ
ン
ツ

わ
か
れ

　

少
な
く
な
っ
た　

お
年
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寅
之
助

今
ば
や
り

　

隣
り
も
せ
ら
す　

オ
ー
ル
電
化

わ
か
れ

　

離
れ
て
思
う　

親
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
太
郎

今
ば
や
り

　

や
っ
た
ね
く
ま
モ
ン　

日
本
一

わ
か
れ

　

さ
よ
な
ら
地
デ
ジ
カ　

お
つ
か
れ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　

島

◆
次
回
の
笠

　

▽
大
型
連
休　

▽
あ
つ
か
ま
し
か

◆
締
切
・
提
出
先

　

四
月
六
日
（
金
）
教
育
委
員
会
迄

傘
寿
い
ま
な
が
く
立
ち
い
て
聴
き
て
い
ぬ

　
　

 

少
し
惚
け
し
友
の
電
話
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
本　

ツ
ル
ヲ

夜
の
海
に
明
か
り
を
点
す
船
あ
り
て

　
　

 

漁
す
な
ど
りな
ら
む
長
く
動
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　

滋
子

朝
夕
に
眺
め
て
過
ぎ
し
銀
杏
の

　
　

 

季
の
移
ろ
い
が
心
に
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
田　

浦
子

温
室
に
冬
を
越
さ
ん
と
雨
蛙

　
　

 

白
い
カ
ト
レ
ア
に
白
く
擬
態
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
来　

道
子

あひるのたまごねえちゃん
は、まるいものが大好き。
だって、丸いものはかわい
いですからね。毎日、まん
まるのものを集めて楽しく
暮らすたまごねえちゃんで
すが、ある日、まんまるい
石で転んで事件が！

天然少女だった凜田莉子
は、沖縄から上京後、感受
性を学習に役立てるすべを
知り、わずか５年で驚異の
頭脳派に成長する。次々と
難事件を解決する莉子に謎
の招待状が…。Ｑシリーズ
決定版！

東京湾の水が多摩川に大
逆流するポロロッカ現象が
起きる。そうなったら下町
一帯は高波に呑まれて壊滅
する。そんなデマがどこか
らともなく流れてくる。多
摩川逆流の奇怪な噂に翻
弄される人々の物語。

死を決意したクレプスリーが
たどり着いたのは、バンパイ
ア一族の幻の宮殿だった！そ
こで出会ったのは！？そのと
きクレプスリーが下した決
断がその後の彼の運命を大
きく左右したのだった…。

Li
br

ar
y 

 T
op

ics

ダレン･シャン クレプスリー伝説 万能鑑定士Ｑの推理劇

東京ポロロッカあひるのたまごねえちゃん

津奈木町図書館
平日：午前８時３０分～午後５時
土日祝日：午前１０時～午後５時
毎週月曜日休館

一般書

本の貸出期間が

２週間になりました！

児童書

一般書児童書

今月の
おすすめ本

原 宏一　著あきやま ただし　絵・著

松岡 圭祐　著ダレン・シャン　著
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　津奈木保育園の
お遊戯会で「いも
がらぼくと」を披
露する津奈木町老
人クラブ連合会。
本番前の楽屋を訪
ねると元気いっぱ
いで、とても楽し
そうにリハーサル
を重ねていました。

手当名称 内容 手当額（月額） 受給（申請）ができない人

障害児福祉手当
20歳未満で身体または知的・精神に重度の障がい
があり、日常生活において常時介護を必要とする
児童に対して支給される手当

14,280 円
①施設などに入所している人 
②当該障害を支給理由とする年金を
受給している人

特別障害者手当
20歳以上で身体または知的・精神に著しく重度の
障がいがあり、日常生活に常時特別の介護を必要
とする人に対して支給される手当

26,260 円
①病院または診療所に継続して３か
月を超えて入院している人 
②施設などに入所している人

特別児童扶養手当
20歳未満で身体または知的・精神に障がいがあり、
法令に定められた障害等級に該当する障がい児の
父母または養育者に対して支給される手当

１級　50,400 円
２級　33,570 円

①障がい児が施設などに入所し監
護・教養していない場合 
②障がい児が当該障害を支給事由と
する年金を受給している場合

各種障害者手当をご利用ください ■問い合わせ　住民課福祉班
　　　　　　　☎７８-３１１３（内１１７）

　この制度は住宅生活において介護を必要とする重度の障がい者に対して支給される手当です。
手当には次の３種類があります。

手
　当

※いずれの手当も所得による支給制限があります。また、障がい程度の認定は原則として診断書により審査することとなります。

労務管理セミナーを開催します ■問い合わせ　水俣・芦北地域雇用創造協議会
　　　　　　　☎８２-５５７２

　水俣・芦北地域の経営者や労務管理担当者、起業
予定者などを対象に労務管理セミナーを開催します。
労務管理について「いまさら聞けない」といったもの
など基礎的な内容から説明します。基礎知識の習得や
再確認にぜひご参加ください。
日　　時　３月１４日（水）午後２時～午後４時
場　　所　水俣市総合もやい直しセンター
　　　　　　「もやい館」３階会議室

募
　集

内　　容　「職場の人事労務の基本」
　　　　　　講師：下城　誠　氏（下城社会保険労務
　　　　　　　　　士事務所・特定社会保険労務士）
定　　員　２０人（先着順）
申込方法　ホームページもしくは電話
締 切 日　３月１２日（月）
ホームページ　http://www.mina-ashi-koyo.jp/

熊本県知事選挙は３月２５日です ■問い合わせ　町選挙管理委員会事務局
　　　　　　　☎７８-３１１１（内２１３・２１５）

　現熊本県知事の任期満了に伴い、３月２５日に熊本県
知事選挙が行われます。
投票時間　午前７時～午後８時
　　　　　※入場券は３月１０日以降に郵送で配布予定

選
　挙

期　間　３月９日（金）～　２４日（土）
時　間　午前８時３０分～午後８時
場　所　役場１階和室

期日前投票・不在者投票について―

今月の表紙
津奈木町老人クラブ連合会

ご
寄
附
・
ご
芳
志
お
礼（

敬
称
略
）

津
奈
木
町
へ―

◆
一
般
寄
附

　

水 

俣 

市　
　

㈱
吉
永
商
会

社
会
福
祉
協
議
会
へ―

◆
香
典
返
し

　

地 

区 

名　
　

喪
主
・
届
出
人
（
故
人
）

　

小
津
奈
木　
　

石
田　

重
治
（
ミ
ド
リ
）

　

内　
　

野　
　

坂
本　

ハ
ル
モ
（
英
）

　

右
の
方
か
ら
金
一
封
を
ご
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
意
思
に
添
い
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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※ () 内増減は前月比

2012 .March
Event Calendar

編
集
後
記―

▼
年
が
明
け
て
か
ら
早
く
も
２
か
月
が
経
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
２
月
末
に
は
少
し
寒
さ

も
和
ら
い
で
き
て
、
梅
の
花
も
少
し
ず
つ
咲

い
て
き
ま
し
た
。
と
て
も
い
い
香
り
が
し
ま

す
。
▼
先
日
、
保
育
園
の
お
遊
戯
会
に
行
き
、

本
番
前
に
園
児
た
ち
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
な
が

ら
「
頑
張
れ
よ
ー
」
と
一
声
か
け
た
ら
「
カ

メ
ラ
マ
ン
が
ん
ば
れ
よ
ー
」
と
返
さ
れ
、
な

ん
だ
か
と
て
も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園

に
行
っ
て
も
元
気
な
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ

た
り
し
て
、
最
高
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
お
か
げ
で
底
な
し
の
元
気
を
い
つ
も
分

け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
▼
広
報
紙
の
作
成

に
は
み
な
さ
ん
の
笑
顔
が
欠
か
せ
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
笑
顔

を
た
く
さ
ん
の
人
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
（taka

）

３月
町の行事
カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
生涯学習フェスティバル
（13：00、文化センター）

第１回町議会定例会
開催（～19日）

キラキラ☆クラブ・
母子健康手帳配布
（10：00、改善センター）

県知事選挙期日前投票
（役場１階和室）

つなぎ朝市
（7：30、
グリーンゲイト広場周辺）

11 12 13 14 15 16 17
津奈木中学校卒業式
（9：30、津奈木中学校）

町議会一般質問 １歳６か月児健診
（13：00、改善センター）

区長会

18 19 20 21 22 23 24
町議会定例会閉会 キラキラ☆クラブ・

母子健康手帳配布
（10：00、改善センター）

３歳６か月児健診
（12：30、
水俣市保健センター）

町内各小学校卒業式
（10：00、各小学校）

津南保育園卒園式
（10：00、津南保育園）

25 26 27 28 29 30 31
亀萬酒造新酒祭り
（11：00、亀萬酒造） 
熊本県知事選挙
（8：30～ 20：00）

津奈木幼稚園卒園式
（10：00、津奈木幼稚園）

４か月児健診
（13：00、
水俣市保健センター）

津奈木保育園卒園式
（10：00、津奈木保育園）

4/1 2 3 4 5 6 7
つなぎ桜祭りウォー
クラリー大会
（10：00、
グリーンゲイト広場）

津南保育園入園式
（10：00、津南保育園）

津奈木保育園入園式
（10：00、津奈木保育園）

●出生／　０人

●死亡／　６人

●転入／　８人

●転出／１０人

平成２４年２月１日現在

町の人口と世帯数

人　口 ５，２１９人 （-８人）

男 ２，４５２人 （-４人）

女 ２，７６７人 （-４人）

世帯数 ２，０２１戸 （-２戸）

　各行事などで撮った写真や掲載した写真が欲しい人は
総務課企画財政班広報担当までお気軽にお尋ねください。
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元気な赤ちゃん大募集!!
赤ちゃんこんにちは!!に掲載を希望する
方を募集します。
役場総務課にある応募用紙に記入の上、
写真を添えてお申し込みください。
■申込・問い合わせ先
　総務課企画財政班
　７８－３１１１（内２１９）

パパ 敬介さん
ママ ミヨさん

船場 永睦ちゃん（１歳）

新川地区
ふなば えむ

ママから一言

笑顔のかわいい永睦
ちゃん。
お姉ちゃんと仲良く遊
んでね。

◇開館時間／午前１０時～午後５時
◇休 館 日／毎週水曜日（祝日の場合は翌日）
◇問い合わせ先／ TEL0966-61-2222

境野一之展
　熊本の現代絵画の世界で後進の育成に尽力
し、独特な感性で抒情的にも例えられる作品を
描き続けた境野一之。その中から１階展示室で
は当館が収蔵する油彩画と関連資料22点を展
示。３階ではヨーロッパを旅行した際に日記の
つもりで描いたという風景画を紹介します。

■期　間／開催中～４月22日（日）
■観覧料／一　般：300円　高大生：200円
　　　　　小中生：100円　（３階は無料）
■場　所／美術館１階・３階展示室『いかり』1967年(油彩)

『バンセンヌ古城』1964年(油彩)

住民参加型アートプロジェクト

実行委員募集

◆応募資格／
　18歳以上で津奈木町に住居もしくは職場があり、４月から
　12月にかけて月に１回程度開催される会議（初回の会
　議：４月８日）とワークショップに参加できる人。
　アートに関する経験や知識は問いません。
◆応募方法／
　面接を実施しますので事前に電話でご連絡ください。
◆応募締切日／ ３月31日（火）
◆応募・問い合わせ先／
　「つなぎハート！アート！パラダイス！」実行委員会
　事務局（つなぎ美術館）　℡0966-61-2222

　今年で５年目を迎える住民参加によるアートプ
ロジェクト。今回はつなぎ美術館と熊本県立劇場
とのコラボレーション！
　グラフィックデザイナーの松永壮氏と振付家の
森下真樹氏が住民のみなさんと一緒に表現活動に
取り組みます。
　実行委員会事務局では、スタッフとして活動し
てくれる実行委員８人のうち３人を募集します。一
緒にアートの力で地域を盛り上げてみませんか？


